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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  

「 理 科 課 題 研 究」 に おけ る 学 際 的 研 究や 自 然環 境 の 調 査 実 施の 基 礎研 究 と し て ， 観察 ・ 実験

の 分 析 ， 生 命 尊重 ， 環境 保 全 の 態 度 育成 ， 持続 可 能 な 社 会 づく り との 関 連 か ら 研 究を 遂 行し ，

以 下 の 成 果 を 得た ．  

【 陸 上 生 態 系 の 復 元 と 時 間 変 化 の 教 材 の 開 発 】  東 久 留 米 市 の 東 京 学 芸 大 学 特 別 支 援 学 校 と 周

辺 地 域 の 生 態 系 を 解 析 し ， そ れ に 基 づ き 定 量 的 解 析 を 視 覚 的 表 現 に よ り 簡 易 化 し た 小 学 校 用の

生 態 系 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ ト を 開 発 し た ． こ れ に よ り ， 多 摩 地 区 の 人 口 密 集 地 域 と 里 山 地域

の 生 態 系 の ３ つ の 教 材 が 開 発 さ れ ， 小 中 学 校 で の 実 践 が 可 能 と な っ た ． ま た ， 130 万 年 ほ ど前

の 多 摩 地 域 の 陸 上 生 態 系 と の 比 較 に よ り ， 生 態 系 の 時 間 変 化 を 理 解 さ せ る こ と が で き る 教 材が

で き る こ と が わか っ た．  
【 人 間 活 動 が 地 球 温 暖 化 へ 与 え る 影 響 に 関 す る 研 究 】 人 間 活 動 に よ り 大 気 に 放 出 さ れ る 化 学 物

質 の 地 球 温 暖 化 へ の 影 響 の 理 解 の た め の 教 材 開 発 に お い て 必 要 と さ れ る 基 礎 的 知 見 を 得 る こと

を 目 的 に ， 自 動 車 の 排 気 ガ ス な ど か ら 放 出 さ れ ， 温 室 効 果 ガ ス で あ る と と も に 光 化 学 ス モ ッグ

生 成 に 関 わ る た め ， 大 気 中 に お い て も 特 に 重 要 な 窒 素 酸 化 物 （ NOx） に 対 し て 研 究 を 行 っ た．

こ れ ら の NOx の 反 応 の う ち ，NO2 +  NO3 →  N2O5 の 反 応 を 測 定 し ，反 応 速 度 定 数 の 決定 と そ

の 温 度 依 存 性 な ど の 検 証 を 行 っ た ． 得 ら れ た 結 果 を 用 い る こ と に よ り ， 窒 素 酸 化 物 が 地 球 温暖

化 に 与 え る 影 響 を よ り 精 度 よ く 見 積 も る こ と が 可 能 と な る た め ， 教 材 開 発 に 向 け て 一 歩 前 進し

た と 言 え る ．  
【 在 来 種 タ ン ポ ポ と 外来 種 の 雑 種 形 成 】 タ ンポ ポ ２ 倍 体 の 外来 種 と在 来 種 の 交 配 実験 を 行い ，

次 世 代 形 成 の 研究 を 行っ た ．交 配 成 功 率は ，在来 種 同 士 お よ び外 来 種同 士 ，在 来 種 と 外来 種（ F1
形 成 ）， F1 と 親 種（ 戻し交 配・ B1 形 成 ）， F1 同 士 の 順 に 低 下 した が ，い ず れ の 場 合 も交 配 によ

る 次 世 代 形 成 が 確 認 さ れ た ． ま た ， 次 世 代 の 形 態 は 外 来 種 と 在 来 種 の 中 間 の さ ま ざ ま な 程 度が

観 察 さ れ ， 野 外 で 外 部 形 態 か ら こ れ ら を 識 別 す る こ と は 極 め て 難 し い こ と も 明 ら か と な っ た．

し た が っ て ， ひ と た び 外 来 種 が 持 ち 込 ま れ て 在 来 種 と 交 雑 が 起 こ る と ， 浸 透 交 雑 に よ る 外 来種

の 遺 伝 子 の 保 存が 予 想さ れ（ 遺 伝 子 汚染 が 懸 念さ れ る ），遺 伝子 レ ベ ルで の 除 去 が 困 難と な る恐

れ が 強 い こ と が 明 ら か と な っ た ． な お ， 本 研 究 中 に 見 学 に 訪 れ た 小 学 ６ 年 生 が ， タ ン ポ ポ の自

由 研 究 で 「 第 １５ 回 図書 館 を 使 っ た “調 べ る ”学習 賞 コ ン ク ー ル」 で 優秀 賞 を 受 賞 し た）．  
【 断 層 ガ ウ ジ の 研 究 】 野 外 で 断 層 ガ ウジ が 良好 に 露 出 す る 兵庫 県 の六 甲 断 層 の 露 頭を 調 査し ，

産 状 や 断 層 帯 の 構 造 ， 構 成 す る 鉱 物 な ど を 調 査 し た ． ま た ， 断 層 ガ ウ ジ に 普 遍 的 に 含 ま れ る粘

土 鉱 物 の 物 性 を 実 験 的 に 検 討 し ， Ｍ ７ 以 上 の 大 地 震 な ら ば 熱 と 機 械 的 な 粉 砕 の 両 者 の 影 響 で粘

土 鉱 物 の 結 晶 構造 が 破壊 さ れ る こ と を示 し た．  
【 地 質 環 境 中 の ス メ クタ イ ト 鉱 物 ナ ノ ス ケ ール 空 間 に お け る 物 質 移行 プ ロ セ ス の 高 精 度 モデ ル

化 】  地 質 環 境 中の 物質 の 移 動 （ 物 質移 行 ）は ， 活 断 層 で の地 震 発生 ， ガ ス 資 源 貯蔵 ， 地殻 の

長 期 安 定 性 ， 廃棄 物 処分 な ど ， 様 々 な地 球 規模 の 現 象 と 関 連し て いる ． 物 質 移 行 を的 確 にモ デ

ル 化 す る た め には ， 移行 経 路 と な る 空隙 の 性状 を 把 握 す る こと が 不可 欠 で あ る ． 本研 究 では ，

ス メ ク タ イ ト 鉱物 に つい て ， 従 来 考 慮さ れ てこ な か っ た ナ ノス ケ ール の 空 間 （ ナ ノ空 間 ）に 着

目 し ， 物 質 移 行プ ロ セス を 高 精 度 に モデ ル 化す る こ と を 試 みた ． ナノ 空 間 を 介 し たセ シ ウム 移

行 の 寄 与 を 定 量す る ため ， 拡 散 試 験 ，ポ ジ トロ ニ ウ ム 分 光 によ る ナノ 空 孔 計 測 を 平行 し て推 進

し た ． 二 つ の 作業 で 得ら れ た セ シ ウ ム濃 度 の距 離 依 存 性 デ ータ を フィ ッ ク の 拡 散 式を 用 いて フ



ィ ッ ト す る こ とに よ って ，ナ ノ 空 間 を 介 した拡 散 の 寄 与 を およ そ 10％ と 定 量 化 す るこ と がで き

た ．  

研究成果発表方法  
 

口 頭 発 表  

・  断 層 帯 の 粘 土 鉱物 の 挙動 の 基 礎 的 研 究  ― カオ リ ナ イ ト の 非晶 質 化と 再 結 晶 化 ―，藤 本 光一  

郎 ， 2011 年 日 本 地 球 惑星 科 学 連 合 大 会， 2011 年 5 月 ， 幕 張 国 際 会 議場  

・  中 央 構 造 線 を 貫く ボ ーリ ン グ コ ア に よる 断 層帯 内 部 構 造 解 析と 内 陸地 震 ，藤 本 光 一郎 ほ か 5 

名 ， 日 本 地 質 学会 大 118 年 学 術 大 会 ， 2011 年 9 月 ， 茨 城 大 学  

・  移 入 種 セ イ ヨ ウタ ン ポポ 2 倍 体 と 在 来 種 カ ント ウ タ ン ポ ポ との 交 雑可 能 性 ． 小 川 潔ほ か 1   

 名 ， 日 本 環 境学 会 第 37 回 研 究 発 表 会 ， 2011 年 6 月 ， 三 重 大 学  

   

 


	★h23_juten.pdfから挿入したしおり
	平成23年度「重点研究費」配分額一覧
	【1－1】

	総合まとめ
	【財務課修正反映】H23重点研究成果報告（浅沼）[1]
	【財務課修正反映】H23重点研究費研究成果報告書（教育学講座　渋谷）
	H23重点研究費研究成果報告書(教育学講座　橋本）[1]
	H23重点研究費研究成果報告書（教育学講座　君塚）
	【財務課修正反映】H23研究成果報告書（教育心理学講座：梶井）[1]
	030.H23重点研究成果報告書（教育心理学講座　福井・大森）　訂正版
	H23重点研究費研究成果報告書（特別支援科学講座　奥住）[1]
	H23重点研究費研究成果報告書（特別支援科学講座　澤）[1]

	センター分まとめ
	1.【財務課修正】重点報告(和田)
	2.H23重点研究費研究成果報告書（加藤直樹）
	3.実セ・加藤先生　研究発表部分
	4.【財務課修正】H23重点研究費研究成果報告書（実セ・橋本創一）
	5.谷部弘子　H23重点研究報告書
	6.許　夏玲　23年度重点研究費報告書
	7.H23重点研究費研究成果報告書（三石初雄）
	8.カリセン・三石先生　研究発表部分

	人文まとめ
	1.H23重点研究費研究成果報告書[水津・橋村][1]
	2.【財務課修正反映】H23重点研究費研究成果報告書[1]（岩田）
	3.【財務課修正反映】H23重点研究費研究成果報告書 　(林）
	4.【財務課修正反映】H23重点研究費研究成果報告書　李修京　120329
	5.【財務課修正反映】H23重点研究費研究成果報告書(出口)
	6.【財務課修正】H23重点研究費研究成果報告書(椿）
	7.【財務課修正反映】H23重点研究費研究成果報告書[川手圭一先生]

	自然まとめ
	01_数学H23重点研究費研究成果報告書
	02_H23重点研究費研究成果報告書[理教1]
	【財務課修正】03_2012重点研究費A報告書_物理科学分野
	04_2011重点研究C報告書_物理鴨川
	05_H23重点研究費研究成果報告書（分子化学分野）1
	06_H23重点研究報告書ー生命科学
	07_H23重点研究費研究成果報告書-宇宙地球科学
	08_23年度重点研究報告書（環境科学）提出用
	【修正版】09_H23重点研究費研究成果報告書 技術

	芸スポまとめ
	1.【修正・再提出】金子・H23重点研究費研究成果報告書
	2.長野・H23重点研究費研究成果報告書
	3.【修正・再提出】高橋・H23重点研究費研究成果報告書
	4.加藤（富）・H23重点研究費研究成果報告書
	5.朝倉・H23重点研究費研究成果報告書
	6.渡邉・H23重点研究費研究成果報告書
	7.太田・H23重点研究費研究成果報告書
	8.【修正・再提出】鉄矢・H23重点研究費研究成果報告書
	9.【財務課修正】射手矢・H23重点研究費研究成果報告書

	名称未設定


